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IODP Expedtion 308（2005年 5月 31日～7月 11日）は，「メキシコ湾北部地域における堆積物中の間隙水圧上昇機構
および流体移動過程の解明」を目的とし，合計 6サイトで掘削を行った．船上では，掘削されたコアの記載や物性値（湿
潤密度，P波速度，帯磁率，比抵抗率，熱伝導率，剪断強度，間隙率）の測定が行われた．この地域は帯水層の上に，難
透水性の泥質層が年間 1 cmという速度で堆積している (Winker and Booth, 2000)．これに伴って，間隙流体の排出の遮
断，圧密の停止が起こり，間隙流体圧力は上載荷重に比例して増加していく．結果，メキシコ湾北部地域では地下に異
常高圧ゾーンが存在していると考えられる．

航海後，著者らは掘削試料を用いて透気および透水試験を行った．本研究の目的は，多様な層相の浸透率を新たに求
め，浸透率と航海中に得たデータとを絡めて，メキシコ湾北部の異常間隙圧分布と流体移動をシミュレートすることであ
る．測定を行ったのは，Ursa Basin地域で掘削した Site U1322Bと U1324Bの試料である．Site U1322Bの試料は主にシ
ルトと粘土で，Site U1324Bは砂～シルト・粘土から構成されている．試料を円柱形に成形した後，試料の間隙に含まれ
ている水分を除去するため，恒温機（90～100℃）で最低 72時間，水分蒸発による質量変化が無くなるまで乾燥させた．
透水試験用の試料は乾燥作業を踏んでいない．試験機は京都大学大学院理学研究科にある圧力容器内変形透水試験機を
使用した（嶋本, 2003;嶋本ほか, 2006; Sone et al., 2006）．また透気試験は定差圧流量法 (Katz et al., 1959)で，透水試験
は pulse transient法 (Brace et al., 1968)を用いた．各試験法ともに，封圧を 120 MPaまで昇圧させてから減圧を行った．

実験の結果（要旨投稿時，測定数11），両Siteの試料の透気・透水係数は，圧力上昇に伴って一様に減少した．Site U1322B
の試料（シルト）の透気係数は，2.0∗10−17～6.9∗10−17 m2で，Site U1324B（砂～シルト・粘土）のそれは 2.9∗10−17～
2.9∗10−16 m2 となった．透水係数は透気係数よりもさらに数オーダー低い値を示した．また，試料採取を行った深度の
圧力と，室内実験でその圧力を再現した時の透気係数の関係を求めた．Site U1322Bは，深度が増すにつれ透気係数の減
少が認められたが，Site U1324Bは単調に減少せずに 1オーダーの範囲でばらついた．

次にこれらのデータと航海中に求めた間隙率データを用いて，Ursa Basin地域の流体移動および異常高圧分布のシミュ
レーションを行った．シミュレーションに用いた解析ソフトは，みずほ情報総研の石油・天然ガス堆積盆評価システム
SIGMA-2Dである．シミュレーションの結果，現在における Ursa Basin地域の流体移動は側方方向に卓越，つまり深部
の帯水層を利用して脱水していると推定される．そして，側方の流れは上載荷重と異常高圧が等しくなるにつれて，垂
直方向の流れが現れるようになった．本シミュレーションでは，異常高圧ゾーンは明瞭に確認できなかった．
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